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植え込み方について指導を受ける愛大生種レンコン植え込みを実践実際に掘り出した種レンコン

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
４

月
、
今
年
で
開
園
４
年
目
と
な
る

『
レ
ン
コ
ン
フ
ァ
ー
ム
三
秋
』
に

て
、
11
日
と
16
日
の
２
日
間
に
わ

た
っ
て
、
種
レ
ン
コ
ン
の
収
穫
及

び
種
レ
ン
コ
ン
の
植
付
け
が
行
わ

れ
た
。
ま
ず
は
、
昨
年
の
収
穫
イ

ベ
ン
ト
以
降
、
次
年
度
の
種
用
と

し
て
残
し
て
お
い
た
区
域
か
ら
、

レ
ン
コ
ン
を
掘
り
出
す
作
業
。
傷

つ
け
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払

い
な
が
ら
掘
り
進
め
る
。
何
と
か

掘
り
終
え
、
種
レ
ン
コ
ン
を
回
収

し
た
ら
、ト
ラ
ク
タ
ー
を
入
れ
て
、

水
張
り
し
た
田
ん
ぼ
の
状
態
に
す

る
。
最
後
に
、
掘
り
出
し
た
種
レ

ン
コ
ン
を
一
定
の
間
隔
を
と
り
な

が
ら
、
少
し
芽
が
見
え
る
程
度
の

深
さ
に
植
え
込
ん
で
い
く
。
そ
こ

に
は
、
額
に
汗
を
流
し
な
が
ら
今

年
も
立
派
な
レ
ン
コ
ン
が
育
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
願
う
皆
さ
ん
の
姿

が
あ
っ
た
。

芽を傷つけないよう慎重に掘り進める皆さん

レ
ン
コ
ン
フ
ァ
ー
ム
三
秋

始
動
！

（文
責
）　

原
田　

浩
明

①
谷
本
隆
英
（
タ
ニ
モ
ト
タ
カ
ヒ

デ
）・
専
務
総
代
・
63
歳

②
１
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
の
終
息
。

③
三
秋
じ
ゃ
な
い
と
出
来
な
い

事
、
三
秋
に
し
か
な
い
物
を
発
掘

し
て
下
さ
い
。
三
秋
に
行
っ
て
み

よ
う
と
み
ん
な
が
よ
っ
て
来
る
よ

う
に
。

④
三
秋
に
住
ん
で
良
か
っ
た
、
三

秋
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
と
思
え

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
藤
井
元
男
（
フ
ジ
イ
モ
ト
オ
）・

総
代
・
65
歳

②
自
然
災
害
の
脅
威
は
日
々
確
実

に
増
大
し
、
や
が
て
来
る
で
あ
ろ

う
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
等
に
備
え
て
再
度
地
域
を
見
直

し
、
災
害
発
生
に
は
、
隣
近
所
に

声
を
掛
け
合
え
る
環
境
を
整
え
ま

し
ょ
う
。

③
普
段
近
所
の
狭
い
地
域
で
の
出

来
事
等
が
主
な
情
報
で
あ
り
ま
し

た
が
、
三
秋
の
幅
広
い
情
報
が
得

ら
れ
、毎
号
楽
し
み
に
し
て
お
り
、

今
後
の
更
な
る
情
報
の
提
供
に
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

④
１
年
間
何
事
も
な
く
、平
々
凡
々

に
役
目
が
果
た
せ
る
よ
う
に
願
っ

て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
終
息
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
終
息
。

今
年
度
（
令
和
４
年
度
）
改
選

と
な
り
ま
し
た
、
総
代
２
名
の
皆

さ
ん
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
以

下
、
次
の
形
式
に
て
記
載
。

①
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
役
職
・
年

令②
新
年
度
へ
の
抱
負
に
つ
い
て

③
地
域
新
聞
み
あ
き
に
期
待
す
る

こ
と
或
い
は
思
う
こ
と

④
住
民
の
皆
さ
ん
へ
一
言

左から藤井新総代、西村区長、谷本新専務総代

●
新
役
員
紹
介
●

総会次第

　

令
和
４
年
３
月
13
日
、
三
秋
地

区
通
常
総
会
が
三
秋
集
会
所
に
て

行
わ
れ
た
。
今
年
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
と
し
て
密
に
な
ら
ぬ
よ

う
、
昨
年
に
続
き
、
各
組
新
旧
の

組
長
及
び
三
役
の
み
の
出
席
と
な

っ
た
。
例
年
通
り
、
活
動
報
告
及

び
会
計
報
告
等
粛
々
と
会
は
進
行

し
、
途
中
、
新
規
加
入
者
の
紹
介

を
は
さ
み
な
が
ら
、
任
期
を
迎
え

る
総
代
２
名
の
改
選
へ
。
選
挙
の

結
果
、
谷
本
隆
英
さ
ん
、
藤
井
元

男
さ
ん
が
選
ば
れ
た
。
令
和
４
年

度
は
、
区
長
・
西
村
さ
ん
（
２
年

目
）、
専
務
総
代
・
谷
本
さ
ん
、
総

代
・
藤
井
さ
ん
の
体
制
で
ス
タ
ー

ト
す
る
。

総会の様子

（文
責
）　

原
田　

浩
明

令
和
４
年
度
新
体
制

決
ま
る

地域新聞みあきの公式インスタ
グラムの方でも随時情報をUPし
ております。こちらのフォロー
の方も宜しくお願いします。

皆さんのお家に古い写真が眠っていませんか？昔の
風景やお祭り等、三秋に関する昔の写真がござ
いましたらご連絡ください。また、その他の投稿・情報・
写真も随時お待ちしております。 ★みあきの○○〇 
★うちの家族を紹介します　etc・・・。自薦他
薦問いません。お近くの当新聞編集委員もしくは、
メールにてご連絡下さい。　　
info.miaki@gmail.com

コロナ禍になってから今年で３年目。世間では、感染対策に
関する様々な規制が少しずつ緩和されてきて、中止になって
いたイベント等も徐々に再開されてきているようです。当新
聞の感染状況を加味しながらではありますが、中止にしてき
たイベント可能な範囲で再開していこうと思います。まず
は、ホタル観賞会（6月４日開催予定）を再開いたします。
詳細は、回覧板のチラシ及び公式インスタグラムにて。　　

編   集    後    記

当選者は伊予市の永田さんです。おめでとうございます。

　消防水利・消火栓・防火水そうは、消火活動には欠か
すことのできないもので、火災が発生したときに、消火
に必ず必要となる水を消防隊に供給します。
　標識以外にも、蓋などに黄色の塗料で目立つように塗
装した表示がなされています。
　これらの周辺は、駐車禁止になっています。消火活動
の妨げにならないように、注意しましょう。

解説　     

答え　答え　Ａ－(②)   Ｂ－(①)  Ｃ－(④)
第15号のクイズの答えと解説

応募フォームこちら

※ご応募いただいた皆様の個人情報は事務局にて厳重に管理
し、プレゼントの発送以外の目的では使用いたしません。

①クイズの答え Ａ－(   )   Ｂ－(    )  Ｃ－(   )  Ｄ
－(   )　②住所　③氏名　④年齢　⑤電話番号
　⑥本紙の感想などを明記の上、郵便ハガキ・
Ｅメール・公式HPの応募フォーム（下記のQR
コードからアクセス）のいずれかにてご応募く
ださい。正解者の中から抽選で１名の方に図書
カード５００円分をプレゼントいたします。

宛先　〒799-3124　伊予市三秋甲２７１－２
            地域新聞みあき事務局　宛
Ｅメール　info.miaki@gmail.com
応募締切 2022年9月5日（月）必着
当選発表　本紙第17号にて

応募方法
①規制標識　②指示標識　③警戒標識　④案内標識

DCBA

Q.三秋地区内を通る国道３７８号線には、道路標
識が数多く設置されています。Ａ～Ｄは、次のうち
どの標識に該当するでしょうか。

読者プレゼントコーナー ～道路標識に関するクイズ～  

【
タ
イ
ト
ル
】

　

三
秋
の
新
緑
と

　
　

２
代
目
伊
予
灘
も
の
が
た
り

みあき写真館（撮影・ヒロ）

　そのため、この三秋地区で、その竹を楽器として活用すると聞いた
時は、とても良い取り組みだと思いました。豊富にあるものを資源と
して使う。材料費が安いだけでなく、むしろ困りものの「竹」が利用
されれば、それは願ってもないことです。
　この本は、竹利用の歴史や文化の紹介に併せて、含水率・収集率・
強度・弾力性など、竹の物理的な性質もわかりやすく教えてくれる、
農山漁村文化協会の「手づくり加工絵本シリーズ」の一冊です。知る
だけでなく作る絵本であり、竹ひごや四つ目編みかご、網代編みや六
つ目編み花かごの作り方が掲載されています。その網目模様の美しさ
には、ちょっと引き込まれてしまいそう。
　人の心にうったえる力。それが竹には備わっているのかもしれませ
ん。技や知恵が継承された竹民具の美しさはもちろんですが、成長の
速さである竹の生命力が、その便利さにも繋がっています。かつて音
楽は祈りでした。生命力あふれる竹で、楽器をつくる意味もあったの
でしょうか。
　昨年のれんこん収穫体験会で、実際に竹楽器の音色を聞きました。
電子音とは異なり、とても気持ちよく心に響きます。遊ぶ子どもたち
の姿もほほえましく、いつまでも聞いていたいと思いました。便利に
なりすぎた機械に使われることの多い現代、竹は、実は人間の力を引
き出してくれる素材でもあるような気がします。
　豊富に入手できること、人間の生活を便利にすること、人の感覚を
豊かにすること。それらの力こそ、普段の暮らしに根付き、持続的に
利用されるものだと思っています。これから続く三秋地区の竹楽器の
広がりも、楽しみなものですね。

『つくってあそぼう17　竹細工の絵本』
内村悦三・近藤幸男（編）土橋とし子（絵）

農山漁村文化協会

みあき図書館 （文責・岡田　有利子）

　「竹」や「竹 林」と 聞 く と、ど ん な
イメージを持つでしょうか。正直なと
ころ私の周囲では、少しやっかいな存
在だと捉えます。伝統工芸の花器や茶
道具、適切な手入れがされた竹林を美
しく眺めることはありますが、それは
少し実生活から離れているような。そ
して身近にある竹林は、その生長の速
さから手入れが追いつかず、広がり続
けて圧迫する。



ＰＲ ：私達一家が、三秋に引っ越して来た時、友人か
ら譲り受けて以来、一緒に暮らしています。福来君は、
目が大きく頭に耳のような形の羽角があるのが特徴で
す。朝のお見送り、夕方のお出迎えを、晴れの日も雨
の日も毎日欠かさずやってくれています。
　恥ずかしがり屋さんなので、皆さんにはいつも背中
を向けています。皆さん、外で会うことがあれは声を
掛けてください。

性別：男の子　
年令：１０歳
身長：９０ｃｍ
体重：４００㎏(とまり木の
部分を含めると８５０㎏)
性格：頑固で堅物(体が花崗
岩ですから)

No.７
 松岡洋子さんのミミズク
「福来(ふく・福が来る)」
くん

性別：女の子　
年令：７歳
犬種：ミニチュアシュナウザー
ＰＲ ：昨年度、里子としてやっ
てきました。とても大人しく、
吠えることはほとんどありませ
ん。

No.６
 藤岡健司さんの愛犬　
「すもも」ちゃん

ＰＲ ：名づけ親は長女さんで
す。飛ぶのが苦手で、落ちる
と「お迎えに来て～。」と鳴
きます。一度、自宅から脱走
したときは北組の方々が一緒
に探して下さり、倉庫で発見
したことがあるそうです。

No.5
 藤岡健司さんのオカメインコ
「ちくわ」ちゃん

うちの家族を紹介します スペシャル版
（取材）　稲多　早苗

（取材）　稲多　早苗

（取材）　日山　貞治

　

皆
さ
ん
、
三
秋
の
１
丁
目
１
番

地
っ
て
ど
こ
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
た

こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
？
ど
の

地
域
に
も
必
ず
存
在
す
る
１
丁
目

１
番
地
。
地
区
の
ス
タ
ー
ト
地
点
。

そ
ん
な
ち
ょ
っ
と
し
た
興
味
に
駆

ら
れ
て
、
三
秋
１
丁
目
１
番
地
を

調
べ
て
み
た
結
果
、
と
あ
る
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
に
行
き
つ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
今
回
、
そ
の
ハ
ウ
ス

の
関
係
者
の
承
諾
を
得
て
、
取
材

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
場

所
が
こ
ち
ら
の
７
棟
あ
る
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス（
写
真
）で
す
。現
在
は
、

渡
邉
康
友
さ
ん
（
35
歳
）
が
稲
荷

の
自
宅
か
ら
通
い
で
、
キ
ュ
ウ
リ

の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ウ

ス
な
の
で
、
ほ
ぼ
年
中
キ
ュ
ウ
リ

だ
そ
う
で
す
。

上から見た1丁目1番地のビニールハウス

ビニールハウス内部の様子

（文
責
）　

原
田　

浩
明

三
秋
１
丁
目
１
番
地

川本君、高井君それぞれから直筆のお手紙を頂きました川本君、高井君それぞれから直筆のお手紙を頂きました

二人で記念撮影（右から川本君、高井君）

　

今
年
、
中
学
生
に
な
り
ま
し
た
、

川
本
浩
輝
（
こ
う
き
、
写
真
右
側
）

君
と
高
井
一
希
（
か
ず
き
、
写
真

左
側
）
君
で
す
。
小
学
校
の
思
い

出
と
中
学
校
で
の
抱
負
を
書
い
て

下
さ
い
ま
し
た
の
で
掲
載
致
し
ま

す
。
地
域
の
皆
様
、
こ
れ
か
ら
も

温
か
く
成
長
を
見
守
っ
て
く
だ
さ

い
ね
。

進
学
お
め
で
と
う

（文
責
）　

稲
多　

早
苗

西願寺の六地蔵堂
　

墓
地
や
路
傍
で
、
六
体
の
地
蔵

が
並
ん
で
あ
る
の
を
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
は
、
あ
の

世
へ
と
旅
立
つ
死
者
を
六
地
蔵
の

ご
加
護
に
よ
っ
て
守
っ
て
も
ら
う

と
い
っ
た
信
仰
で
も
あ
り
、
生
前

の
行
為
の
善
悪
に
よ
っ
て
地
獄
道
・

餓
鬼
道
・
畜
生
道
・
修
羅
道
・
人

間
道
・
天
道
の
「
六
道
」
の
境
涯

を
輪
廻
、
転
生
す
る
と
い
わ
れ
、

迷
い
込
ん
で
い
る
人
々
を
六
地
蔵

が
救
っ
て
く
れ
る
と
い
う
も
の
で

す
。

　

六
地
蔵
の
個
々
の
名
称
に
つ
い

て
は
諸
説
あ
り
、
檀
陀
地
蔵(

地
獄

道)

・
宝
珠
地
蔵(

餓
鬼
道)

・
宝
印

地
蔵(

畜
生
道)

・
持
地
地
蔵(

修
羅

道)

・
除
蓋
障
地
蔵(

人
間
道)

・
日

光
地
蔵(

天
道)

と
呼
ば
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
地
蔵
菩
薩
の
持
ち

物
や
並
び
順
に
つ
い
て
も
地
方
に

よ
っ
て
異
な
り
様
々
で
す
。

　

西
願
寺
の
六
地
蔵
は
、
石
段
を

上
が
り
、
山
門
手
前
右
側
に
三
界

万
霊
塔
と
共
に
安
置
さ
れ
て
お

り
、
舟
形
光
背
の
半
肉
彫
り
の
地

蔵
菩
薩
立
像
で
す
。
高
さ
は
四
十

七
㎝
の
砂
岩
製
で
、
下
部
に
は
線

刻
で
蓮
華
座
が
あ
り
ま
す
。
持
ち

物
は
、
向
か
っ
て
右
の
地
蔵
菩
薩

か
ら
錫
杖
・
合
掌
・
数
珠
・
幢
幡
・

宝
珠
・
蓮
華
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

紀
年
銘
が
右
か
ら
二
番
目
の
地

蔵
菩
薩
に
あ
り
、
明
治
十(

一
八
七

七)

丁
丑
旧
十
月
十
二
日
と
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
一
番
左
の
地
蔵
菩
薩

に
、
施
主
／
近
藤
豊
一
郎
と
あ
り

ま
す
。

　

西
願
寺
に
参
詣
さ
れ
た
時
は
、

ぜ
ひ
六
地
蔵
さ
ん
に
も
あ
い
さ
つ

を
お
願
い
し
ま
す
。

西
願
寺
の
六
地
蔵

（文
責
）　

日
山　

貞
治

カゴノキの樹皮

水之明神社のカゴノキ

　

水
之
明
神
社
の
社
叢
内
に
は
、

多
く
の
カ
ゴ
ノ
キ
と
呼
ば
れ
る
樹

木
が
自
生
し
て
お
り
、
重
要
な
樹

木
と
し
て
森
を
形
成
し
て
い
ま

す
。

　

カ
ゴ
ノ
キ
は
、
千
葉
県
以
西
の

暖
地
の
山
林
に
自
生
す
る
常
緑
の

高
木
で
、
ク
ス
ノ
キ
の
仲
間
で
す
。

成
木
に
な
る
と
、
樹
皮
が
点
々
と

丸
い
小
薄
片
が
は
が
れ
落
ち
、
そ

の
跡
が
鹿
の
子(

か
の
こ)

模
様
に

な
る
こ
と
か
ら
カ
ゴ
ノ
キ
と
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

社
叢
内
に
は
、
胸
高
幹
周
が
一

ｍ
を
超
え
る
も
の(

お
お
む
ね
直
径

が
３
０
㎝
以
上)

が
十
一
本
あ
り
、

最
も
大
き
な
も
の
は
２
．
３
ｍ
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
ク
ス
ノ
キ
科
の

樹
木
と
し
て
ヤ
ブ
ニ
ッ
ケ
イ
が
数

本
あ
り
、
ク
ス
ノ
キ
と
合
わ
せ
て
、

照
葉
樹
木
と
し
て
社
叢
の
大
半
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

参
考
と
し
て
、
伊
予
市
内
で
最

大
の
カ
ゴ
ノ
キ
は
、
中
山
町
出
渕

小
池(

秦
皇
山
の
中
腹)

に
あ
る
カ

ゴ
ノ
キ
で
、
幹
周
が
３
．
６
ｍ
あ

り
ま
す
。『
い
よ
し
の
文
化
財
』

　

県
内
で
最
大
の
も
の
は
、
大
洲

市
長
浜
町
豊
茂
上
地
区
に
あ
る
大

下
家
の
カ
ゴ
ノ
キ
で
、
幹
周
が
９
．

５
ｍ
あ
り
、
国
内
で
も
最
大
級
の

も
の
で
す
。『
愛
媛
の
巨
樹
八
十

選
』　

水
之
明
神
社
の
社
叢(

し

ゃ
そ
う)

内
の
カ
ゴ
ノ
キ

（文
責
）　

日
山　

貞
治

　

去
る
、
３
月
23
日
及
び
４
月
25

日
、
伊
予
市
役
所
に
お
い
て
、『
伊

予
市
参
画
協
働
推
進
委
員
会
』
が

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
委
員
会
は
、

先
に
制
定
さ
れ
た
『
伊
予
市
自
治

基
本
条
例
』
を
ベ
ー
ス
に
、
市
民

目
線
か
ら
見
た
行
政
運
営
等
に
つ

い
て
話
し
合
う
場
で
、
筆
者
も
市

か
ら
の
委
嘱
を
受
け
、『
地
域
新
聞

み
あ
き
』
の
代
表
と
し
て
出
席
。

一
市
民
団
体
の
立
場
か
ら
、
自
分

た
ち
に
身
近
な
課
題
に
つ
い
て
意

見
を
述
べ
さ
せ
て
頂
い
た
。
特
に
、

今
年
度
か
ら
新
設
さ
れ
る
予
定
の

『
伊
予
市
が
ん
ば
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
応
援
事
業
』
に
つ
い
て
は
、

大
変
興
味
深
い
の
で
今
後
注
視
し

て
い
き
た
い
。

委員会の様子

自
治
に
つ
い
て
考
え
る

（文
責
）　

原
田　

浩
明

愛媛県発行の『ポケット版 みきゃんの防災グッズチェックリスト』より
※愛媛県のホームページからもダウンロードできます。

　

今
回
は
『
み
き
ゃ
ん
の
防
災
グ
ッ

ズ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
』
を
紹
介
し
ま

す
。
地
震
や
災
害
は
突
然
襲
っ
て
き

ま
す
。
で
す
か
ら
い
ざ
と
い
う
時
す

ぐ
避
難
で
き
る
よ
う
に
、
家
族
構
成

に
合
わ
せ
て
、「
防
災
バ
ッ
グ
」
を

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
今
回
、

紹
介
す
る
防
災
グ
ッ
ズ
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
に
は
、
非
常
用
持
出
品
が
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
で
、
皆
さ

ん
も
参
考
に
し
て
、
防
災
グ
ッ
ズ
を

用
意
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。
備
え

あ
れ
ば
患
い
な
し
で
す
。
避
難
し
な

く
て
も
、
大
規
模
災
害
時
に
は
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
す
ぐ
に
は
復
旧
し
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
、
家
庭
備
蓄
を
７

日
分
ほ
ど
準
備
し
て
お
く
と
良
い
と

思
い
ま
す
。
家
庭
備
蓄
も
長
期
間
置

い
て
お
く
と
賞
味
期
限
が
迫
っ
て
き

ま
す
の
で
、
１
年
に
一
度
で
も
、
防

災
に
つ
い
て
意
識
す
る
日
を
設
定
し

家
族
で
食
べ
て
、
防
災
に
つ
い
て
話

し
合
う
機
会
を
作
る
と
良
い
で
す
。

消
費
し
た
ら
、ま
た
、買
い
足
し
て
、

補
充
し
備
え
る
と
い
う
習
慣
に
す
る

と
、
い
ざ
と
い
う
時
に
、
と
て
も
冷

静
に
対
応
で
き
て
、
役
に
立
つ
こ
と

で
し
ょ
う
。　

（文
責
）　

原
田　

夏
子

防
災
士
・
な
つ
こ
の
防
災

講
座


